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 【
　
国
　
語
　

】

　
観
点
別
調
査
の
結
果
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
観
点
で
期
待
正
答

率
を
上
回
る
か
、
ほ
ぼ
同
程
度

の
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、

「
話
す
・
聞
く
能
力
」
に
つ
い

て
は
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
観
点
「
言
語
に
つ
い
て

の
知
識
・
理
解
・
技
能
」
の
中

の
内
容
「
漢
字
の
書
き
」
の
正

答
率
は
昨
年
度
よ
り
４
．
９
ポ

イ
ン
ト
上
が
り
ま
し
た
が
、
期

待
正
答
率
を
下
回
っ
て
い
ま
し

た
。
　
今
後
は
、「
話
し
手
の
意
図

を
考
え
な
が
ら
内
容
を
聞
く
こ

と
」
や
「
正
し
く
漢
字
が
書
け

る
こ
と
」
な
ど
に
つ
い
て
指
導

を
工
夫
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

  

一

年

生

☆
様
々
な
場
を
通
し
て
、
話

を
聞
く
必
要
感
を
も
た
せ

る
。
中
心
と
な
る
語
句
や

相
手
の
言
葉
遣
い
に
注
意

し
て
話
し
た
り
聞
い
た
り

さ
せ
る
。

☆
機
会
あ
る
ご
と
に
漢
字
を

意
識
さ
せ
、
学
習
し
た
漢

字
を
文
や
文
章
の
中
で

使
っ
た
り
、
必
要
に
応
じ

て
辞
書
を
使
っ
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

【
　
数
　
学
　
】

　
す
べ
て
の
観
点
・
す
べ
て
の

領
域
に
お
い
て
期
待
正
答
率
を

上
回
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
問
題
の
内
容
別
の

「
数
量
関
係
」
の
設
問
に
お
い

て
、「
平
均
値
」
を
求
め
る
問
題

と
「
比
と
比
例
」
に
関
す
る
問

題
で
、
期
待
正
答
率
に
比
べ
高

い
正
答
率
に
な
り
ま
し
た
。

 【
　
国
　
語
　

】

　
観
点
別
調
査
の
結
果
で
は
、

三
つ
の
観
点
に
お
い
て
、
期
待

正
答
率
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
内
容
別
の
正
答
率
を

見
る
と
、「
説
明
文
の
内
容
の

読
み
取
り
」「
文
法
･
語
句
に
関

す
る
知
識
」「
漢
字
の
書
き
」
に

課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、「
文
章
の
中
で
の

語
句
の
意
味
の
読
み
取
り
」「
漢

字
の
書
き
」
に
つ
い
て
指
導
を

工
夫
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

二

年

生

【
　
数
　
学
　
】

　
す
べ
て
の
観
点
・
す
べ
て
の

領
域
に
お
い
て
期
待
正
答
率
を

上
回
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
問
題
の
内
容
別
に

見
る
と
、「
空
間
図
形
」
の
設
問

に
お
い
て
期
待
正
答
率
を
下

回
っ
て
い
る
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
体
験
的
な
活
動
を

と
お
し
て
図
形
の
イ
メ
ー
ジ
を

も
た
せ
る
な
ど
の
指
導
を
工
夫

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

☆
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
日
常

生
活
と
関
連
付
け
た
り
、

具
体
的
な
場
面
と
結
び
付

け
た
り
す
る
こ
と
を
と
お

し
て
、
数
の
概
念
の
理
解

を
深
め
る
指
導
を
行
う
。

☆
観
察
、
操
作
や
実
験
な
ど

の
活
動
を
と
お
し
て
直
線

や
平
面
な
ど
の
位
置
関
係

を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

☆
日
常
の
活
動
の
中
で
、
言

語
の
正
し
い
使
い
方
を
意

識
さ
せ
る
。

☆
学
習
し
た
漢
字
を
文
や
文

章
の
中
で
使
っ
た
り
、
日

頃
か
ら
、
意
味
の
分
か
ら

な
い
語
句
を
調
べ
た
り
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

☆
図
形
を
実
際
に
見
た
り
、

触
れ
た
り
す
る
な
ど
、
体

験
に
基
づ
く
実
感
的
な
理

解
を
促
す
よ
う
工
夫
す
る
。

☆
表
で
表
し
た
も
の
を
式
や

グ
ラ
フ
で
は
ど
の
よ
う
に

表
現
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
、

複
数
の
も
の
を
つ
な
げ
て

考
え
る
指
導
を
行
う
。

　
狛
江
市
で
は
、
平
成
十
七
年

度
よ
り
中
学
一
年
生
に
、
ま
た
、

平
成
二
十
年
度
か
ら
は
二
年
生

も
対
象
に
市
独
自
の
学
習
状
況

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
四
月
十
日
に
実
施

し
ま
し
た
。

　
調
査
の
目
的
は
、
小
学
校
と

中
学
校
の
指
導
の
円
滑
な
接
続

の
方
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
中

学
校
当
初
と
二
年
生
の
は
じ
め

に
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
結
果

を
も
と
に
し
て
小
学
校
と
中
学

校
が
授
業
改
善
に
努
め
、
学
力

向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す

平成20年度平成21年度

教科の観点実施教科 正答率(％)正答率(％)

狛江市正答率狛江市正答率期待正答率※

80.779.463.3国語への関心・意欲・態度

国　語
１
　
　
学
　
　
年

75.675.876.3話す・聞く能力

80.079.063.3書く能力

75.676.772.2読む能力

72.974.476.2言語についての知識・理解・技能

73.071.866.7数学への関心・意欲・態度

数　学
79.078.973.1数学的な見方や考え方

82.081.576.0数学的な表現・処理

81.381.376.8数量・図形などについての知識・理解

79.675.863.3国語への関心・意欲・態度

国　語
２
　
　
学
　
　
年

88.387.473.8話す・聞く能力

76.773.363.3書く能力

69.269.673.0読む能力

69.570.979.1言語についての知識・理解・技能

65.966.860.8数学への関心・意欲・態度

数　学
66.667.663.8数学的な見方や考え方

67.067.465.2数学的な表現・処理

64.264.863.1数量・図形などについての知識・理解

※期待正答率：学習指導要領に示された内容について標準的な時間をかけて学んだ場合、設問ごとに正答で

きることを期待した生徒の割合を示したもの

研究発表日（予定）研究期間研　 究　 主　 題研 究 校研究の種別

平成21年10月30日平成21年度
感じよう、運動の楽しさを

―かかわりを大切にして―
狛江第五小学校

狛江市教育委員会

 教育研究奨励校　
平成22年１月21日平成21年度

ことばで考え、ことばで表現する児童の育成

―ことばを活用する力を身に付けるための指導の工夫

　　　　　　　　 国語科をとおして―

狛江第六小学校

未定平成21～22年度
生徒一人一人の言語能力の育成を目指して

―各教科等における言語活動の工夫―
狛江第二中学校狛江の教育21研究協力校

誌上発表　学校公開の際に授業

等をご覧いただけます
平成21年度

生き生きと表現し、互いに認め合い、高め合う児童の育成

―習得した言語能力を活用する力の育成をとおして―
和泉小学校

東京都教育委員会

 人権尊重教育推進校　

市研究奨励校と兼ねて発表いた

します
平成21年度

感じよう、運動の楽しさを

―かかわりを大切にして―
狛江第五小学校

東京都教育委員会

 スポーツ教育推進校　

　市内小中学校の先生たちは、自らの資質や指導力向上のために様々な機会に研修をしています。狛江市教育委員会では、一番身近な校内研修の場で実践的

な研究が行われるよう輪番で研究奨励校を指定し、すべての学校のレベルアップを進めています。

　平成21年度は、次の学校が研究を行います。

◆
調
査
日

　
平
成
二
十
一
年
四
月
十
日
（
金
）

◆
調
査
対
象

　
中
学
校
一
学
年
（
四
一
〇
名
）

　
　
　
　
二
学
年
（
三
九
八
名
）

◆
調
査
内
容

　
国
語
・
数
学
（
一
学
年
は
算
数
）

　
各
教
科
四
十
五
分
間


